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１
．
住
民
参
加
と
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
の
推
進

①
地
域
住
民
の
主
体
的
福
祉
活
動
の

推
進

●
ほ
の
ぼ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
21
推

進
事
業
の
実
施

●
福
祉
安
心
電
話
の
設
置
運
営

●
小
地
域
福
祉
活
動
モ
デ
ル
地
区

の
指
定

・
崎
の
町
・
５
区
を
指
定

②
当
事
者
の
社
会
参
加
の
促
進

●
生
活
支
援
体
制
の
確
立

●
い
き
い
き
交
流
会
の
開
催
（
共

同
募
金
受
配
事
業
）

●
シ
ル
バ
ー
バ
ン
ク
事
業
の
運
営

●
福
祉
団
体
等
へ
の
活
動
支
援

③
福
祉
課
題
の
把
握

●
地
域
座
談
会
の
開
催

●
地
域
福
祉
や
介
護
保
険
等
に
関

す
る
情
報
の
収
集

●
福
祉
意
識
調
査
の
実
施

２
．
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

①
介
護
保
険
事
業
等
の
運
営

●
介
護
保
険
事
業
の
運
営

・
訪
問
介
護
事
業
の
実
施

・
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

（
旧
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
）

・
訪
問
入
浴
介
護
（
介
護
予
防
）

事
業
の
実
施

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
実
施

・
介
護
認
定
調
査
の
受
託

・
介
護
予
防
支
援
業
務
・
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
の

受
託

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運

営
・
居
宅
介
護
・
重
度
訪
問
介
護
事

業
の
実
施

・
相
談
支
援
事
業
の
実
施

・
同
行
援
護
・
移
動
支
援
事
業
の

実
施

・
重
度
障
害
者
訪
問
入
浴
介
護
事

業
の
実
施

●
要
支
援
者
等
外
出
支
援
事
業
の

実
施

②
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

●
生
き
が
い
活
動
支
援
事
業
の
実

施
●
食
の
自
立
支
援
事
業
の
実
施

●
高
齢
者
等
の
生
活
支
援
事
業
の

実
施

●
脳
の
健
康
教
室
の
実
施

( 1 )

平
成
30
年
度

基 本 方 針

少
子
高
齢
化
が
一
層
進
行
す
る
中
で
、
核
家
族
化
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
よ

る
家
庭
の
孤
立
化
や
個
人
主
義
化
が
進
み
、
家
族
の
絆
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
す
る
な
ど
、
福
祉
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、
深
浦

町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
地
域
の
商
店
や
、
医
療
機
関
が
減
少
す
る
な
ど
、
住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
は

多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生

活
を
お
く
る
た
め
に
は
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
地
域
社
会
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

深
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
で
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応
や
問

題
解
決
の
た
め
、
行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
早
期
の
ニ
ー
ズ
発
見
に
努
め
る
と

と
も
に
、
地
域
の
持
つ
潜
在
的
な
予
防
的
機
能
や
支
援
的
機
能
を
掘
り
起
こ
し
、
地

域
住
民
が
問
題
解
決
に
主
体
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
今
後
５
年
間
の
深
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
の

基
本
と
な
る
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
確
実
に
実
行
、
評
価
し
て
い
く
た
め
、

町
民
の
皆
様
、
行
政
及
び
関
係
機
関
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、
支
え
合
い
、
共
に

築
く
健
康
福
祉
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

基本理念

「
支
え
合
い
、

共
に
築
く
健
康
福
祉
の
ま
ちふ

か
う
ら
」

基
本
目
標
・
重
点
目
標
・
実
施
事
業
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３
．
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進

①
福
祉
意
識
の
高
揚
と
人
づ
く
り

●
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
（
共
同

募
金
受
配
事
業
）

●
介
護
員
養
成
研
修
・
実
習
の
受

け
入
れ

②
福
祉
教
育
の
推
進

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校
の
指
定

（
共
同
募
金
受
配
事
業
）

●
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
の
実
施

●
高
齢
者
疑
似
体
験
・
車
い
す
体

験
事
業
の
実
施

●
福
祉
の
作
文
集
の
発
行
（
共
同

募
金
受
配
事
業
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

の
実
施
（
共
同
募
金
受
配
事
業
）

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築

４
．
福
祉
情
報
の
提
供
・
総
合
相
談
・

生
活
支
援
機
能
の
充
実

①
福
祉
情
報
の
提
供

●
社
協
だ
よ
り
の
発
行
（
共
同
募

金
受
配
事
業
）

●
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

②
相
談
体
制
の
確
立

●
心
配
ご
と
相
談
事
業
の
実
施

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
第
三

者
委
員
会
の
設
置

③
生
活
支
援
体
制
の
確
立

●
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業
の

実
施

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
実

施
●
権
利
擁
護
事
業
の
推
進
（
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
、
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
）

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
へ

の
協
力

５
．
町
社
協
基
盤
の
充
実
強
化

①
町
社
協
組
織
の
強
化

●
理
事
会
・
評
議
員
会
の
充
実

・
理
事
会
の
開
催

・
評
議
員
会
の
開
催

・
監
査
会
の
開
催

・
正
副
会
長
会
議
の
開
催

・
総
務
・
事
業
委
員
会
の
開
催

・
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の

開
催

●
地
区
分
会
の
組
織
と
活
動
強
化

・
分
会
長
会
議
の
開
催

・
組
織
と
活
動
強
化

●
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ラ
ザ
ゆ
と
り

の
管
理

●
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

周
知
及
び
進
捗
管
理

②
職
員
体
制
の
強
化

●
職
員
の
処
遇
安
定

●
福
祉
専
門
職
と
し
て
の
資
質
向

上
・
職
員
の
資
質
向
上

・
役
職
員
研
修
会
の
実
施

③
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

●
社
会
福
祉
法
人
、
事
業
者
と
連

携
●
各
種
関
係
機
関
・
職
能
団
体
へ

の
参
加

④
財
政
基
盤
の
整
備

●
会
費
制
度
の
理
解
と
加
入
促
進

●
公
費
助
成
の
確
保

●
収
益
事
業
に
よ
る
自
主
財
源
の

確
保

●
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力

●
基
金
・
積
立
金
の
運
用

●
各
種
助
成
制
度
等
の
活
用

( 2 )

平成30年度 深浦町社会福祉協議会
資金収支予算書

<法人全体> （単位：千円）

勘定科目 予算額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 2,871

寄附金収入 300

経常経費補助金収入 23,949

受託金収入 38,446

貸付事業収入 600

事業収入 15,288

介護保険事業収入 17,842

障害福祉サービス等事業収入 2,956

受取利息配当金収入 21

その他の収入 578

事業活動収入計 102,851

支
出

人件費支出 60,825

事業費支出 28,281

事務費支出 14,138

貸付事業支出 900

共同募金配分事業費 1,000

分担金支出 816

助成金支出 818

支払利息支出 19

事業活動支出計 106,797

事業活動資金収支差額 △3,946

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入施設整備等収入計 0

支
出

ﾌｧｲﾅﾝｽ･ﾘｰｽ債務の返済支出 179

施設整備等支出計 179

施設整備等資金収支差額 △179

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

サービス区分間繰入金収入 10,049

その他の活動収入計 10,049

支
出

積立資産支出 2,529

サービス区分間繰入金支出 10,049

その他の活動支出計 12,578

その他の活動資金収支差額 △2,529

予備費 0

当期資金収支差額 △6,654

前期末支払資金残高 29,776

当期末支払資金残高 23,122
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( 3 )

あたまの「ラジオ体操」
毎日コツコツ続けて認知症から脳を守る

脳をきたえる「脳の健康教室」です。

「脳の健康教室」はこんな教室です

■ 週に１回の教室でボランティアや学習仲間

との「学習と会話」を楽しみます。

■ 教室のない日も毎日１０分程度でできる脳

トレーニング教材をお渡しします。

■ 独自に開発した「脳トレーニング」教材だ

から、まったくストレスを感じさせません。

■ 「人前で発表」したり「難問であぶら汗…」

という心配はまったくご無用！

東北大学・川島隆太教授の

世界最新の脳科学研究から

生まれた脳の健康維持法。

毎日「楽習」できる教材

「読み書き」と「計算」の教材の２種類

各々半年単位の教材が用意されています。

「すうじ盤」の記録更新にもチャレンジ！

受 講 者 募 集 ！
６月から11月まで毎週１回、３０分程度の楽習と交流に参加していただきます。
■概ね65歳以上の方を対象に募集します。
■送迎あります 今年度は送迎がありますのでご利用ください。
■４０名限定 （申込者多数の場合は抽選等で調整いたしますのでご了承ください。）
■会場は深浦（火曜日）・大戸瀬（金曜日）・岩崎（水曜日）の３地区で開催
■教室は６月 １１月までの６か月間です。
■費用は無料です。
週一回の教室楽習と毎日自宅でできる教材費が無料となります。
その他、茶菓代は実費徴収になります。

■受講者説明会は５月２９日(火)に行います。時間等は、ご応募の方にご案内します。

「脳の健康教室」は深浦町社会福祉協議会の事業です。

５月18日までに７４－３１１１へお申し込みください。
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( 4 )この広報は共同募金の配分を受けて発行しています。


